
ʬ݄ࠓͷւ্҆શඪޠʭ ʙ�夏Ͱ͢Ͷʙʂ�ʙ
ɹॵ͍೔͕ଓ͍͍ͯ·͚͢ͲɺΞϨɺ๨Ε͍ͯ·ͤΜ͔ʁ

では、ࠓ月΋҆શૢۀでʂ夏のւ　̡ ண̟͚てよ　ॵい͚Ͳ夏のւ　̡ ண̟͚てよ　ॵい͚Ͳ
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流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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～西宮市貝類館で料理教室を開催～
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表紙の言葉

　七夕（たなばた・しちせき）の起源は諸説ありますが、
もともと日本の神事であった「棚機（たなばた）」と、織姫
･彦星伝説、中国の機織り、裁縫の上達を願う行事「乞巧
奠（きっこうでん）」の３つが習合したものといわれています。
　江戸時代には、短冊のほか、豊漁を祈願する“投網”、
長生きを願う“千羽鶴”をはじめとする７種の飾りを吊るす
ようになりました。写真は、明石市の「魚の棚商店街」で、
たくさんの願いが込められた色とりどりの飾りが吊るされ
ていました。年に一度、星に願いを託すこの習慣がいつま
でも引き継がれていきますように…。

　彦星と　織
たなばたつめ
女と今

こ よ い
夜逢う　天の川

かわ
門
と
に　波立つなゆめ

� （読み人知らず：万葉集）
　（�彦星と織姫が逢う今夜だけは、天の川に波よ立つな　
決して…）

「七夕」（明石市）

No.693   July. 2014

　

春
先
か
ら
、
我
が
家
を
頻
繁
に
訪
ね
て
来
る
夫
婦
が
い
る
。

　

彼
ら
は
、
普
段
か
ら
同
じ
よ
う
な
服
を
着
て
、
ほ
と
ん
ど
一
緒
に
行

動
し
、
夫
婦
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
で
来
る
こ
と
は
な
い
。
と
て
も
仲
が

良
い
彼
ら
を
見
て
い
る
と
、
あ
と
何
年
か
し
た
ら
…
と
か
、
ウ
チ
の
嫁

と
は
…
と
か
、
余
計
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
。

　

そ
の
彼
ら
は
、
毎
度
ア
ポ
な
し
で
や
っ
て
来
る
。
曜
日
は
も
ち
ろ
ん
時
間
も
自
由
で
、
こ
ち
ら
の

都
合
は
一
切
構
っ
て
く
れ
な
い
。
ウ
チ
に
来
る
と
、
腹
が
減
っ
た
と
食
事
を
し
、
後
片
付
け
も
せ
ず

お
し
ゃ
べ
り
に
興
じ
、運
動
不
足
の
解
消
か
知
ら
な
い
が
、私
や
嫁
さ
ん
に
構
わ
ず
走
り
回
り
、散
々

や
り
た
い
放
題
し
た
あ
と
プ
イ
ッ
と
帰
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
彼
ら
も
５
月
に
小
さ
な
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
様
子
で
、
そ
の
新
居
は
、
自
分

た
ち
で
吟
味
し
た
建
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
流
行
の
デ
ザ
イ
ン
住
宅
ら
し
い
。
場
所
は
教
え
て
く

れ
な
い
が
、
ウ
チ
で
見
せ
る
素
行
の
悪
さ
と
裏
腹
に
、
な
か
な
か
堅
実
な
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
と
、

嫁
と
一
緒
に
感
心
し
て
い
る
。

　

こ
こ
最
近
は
、
我
が
家
に
や
っ
て
来
る
機
会
が
減
っ
て
い
て
、
少
し
だ
け
心
配
し
て
い
る
。
新
居

で
暮
ら
し
始
め
た
彼
ら
は
、
ど
う
や
ら
忙
し
い
よ
う
で
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
子
育
て
中
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

一
方
、我
が
家
で
は
、エ
ン
ゲ
ル
係
数
を
暴
力
的
に
増
大
さ
せ
、あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
を
消
費
し
ま
く
っ

て
い
た
ひ
と
り
息
子
が
昨
年
の
春
か
ら
大
学
進
学
と
同
時
に
下
宿
を
始
め
、
劇
的
に
落
ち
着
い
た
暮

ら
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
で
の
彼
ら
の
来
訪
は
、
私
と
嫁
の
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
て
、
次
に
来

る
と
き
は
、
記
念
写
真
で
も
一
緒
に
撮
ろ
う
か
な
ど
、
カ
メ
ラ
の
準
備
を
し
た
り
し
て
い
る
。

　

賢
明
な
皆
さ
ん
は
お
判
り
と
思
う
が
、
彼
ら
は
一
般
的
に
「
メ
ジ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
一
夫
一
妻
の

小
さ
く
て
可
愛
ら
し
い
鳥
の
こ
と
で
、
我
が
家
の
大
切
な
お
客
様
と
な
っ
て
い
る
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

あ
る
夫
婦

兵
庫
県
農
政
環
境
部
水
産
課
資
源
増
殖
室 

主
幹
　
眞 

鍋
　 

厚

	 ２	 ようそろ
	 ３	 瀬戸内海再生へ確かな歩み
	 	 山田	隆義氏が漁船保険中央会会長に就任
	 ４	 「半夏生」にタコを食べよう!!
	 ５	 第39回	兵庫県漁民物故者合同供養祭開催
	 	 県立水産技術センター見学会・研究発表会のご案内
	 ６	 摂津播磨地区漁協青壮年部連合会の魚食普及事業について
	 ７	 ２団体総会が開催される	ＪＦ兵庫信漁連・兵庫県漁業共済組合
	 ８	 通常総会を開催	共水連兵庫県事務所・兵庫県漁業信用基金協会
	 	 （一社）播磨漁友会総会終わる
	 ９	 播磨地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
	 	 但馬地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
	 10	 兵庫県機船底曳網漁業協会総会終わる
	 	 淡路漁協職員協議会	通常総会
	 11	 播磨地区漁協職員協議会	通常総会
	 	 海の事故ゼロキャンペーン
	 12	 大型船シミュレーター研修会を実施！
	 	 海難事故をなくそう
	 13	 兵庫JCC通信
	 14	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟
（
塩
崎
恭
久
会
長
）
が

２
年
間
を
か
け
て
勉
強
会
や
環
境
省
と
の
折
衝
を
重

ね
、
去
る
５
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
瀬
戸
内
海
環

境
保
全
特
別
措
置
法
の
改
正
案
は
、
６
月
16
日
、
参

議
院
事
務
総
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
自
民
、
公
明

両
党
の
共
同
提
案
と
し
て
、
議
連
事
務
局
長
の
末
松

信
介
参
議
院
議
員（
兵
庫
）か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
に
あ
た
り
末
松
議
員
は
「
政
局
に
直
接
関
わ
る

案
件
で
は
な
い
の
で
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
と
さ
れ
た
が
、
通
常
国
会
の
会
期
末
を
１
週
間

後
に
控
え
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
問
題
等
々
政
局

も
慌
た
だ
し
い
時
期
で
あ
り
、
審
議
未
了
の
ま
ま
継

続
審
議
と
さ
れ
、
秋
の
臨
時
国
会
で
の
成
立
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
末
松
議
員
は
改
正
案
に
つ

い
て
「
明
確
な
立
法
意
志
を
示
し
た
か
っ
た
」
と
議

員
立
法
に
強
い
意
欲
を
み
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
超

党
派
の
議
員
連
盟
に
も
っ
て
い
き
た
い
」
と
与
野
党

を
問
わ
ず
に
瀬
戸
内
海
の
問
題
に
対
処
す
べ
き
と
議

連
の
拡
大
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
前
号
で
も
報
告
し
ま
し
た
が
、
改
正
法
案
は
、
瀬

戸
内
海
を
「
生
物
の
多
様
性
・
生
産
性
が
確
保
さ
れ

た
豊
か
な
海
」
と
す
る
基
本
理
念
が
設
定
さ
れ
、
水

質
の
保
全
・
管
理
だ
け
で
な
く
、
水
産
資
源
の
持
続

的
確
保
に
も
力
を
入
れ
「
き
れ
い
な
海
」
か
ら
「
豊

か
な
海
」
へ
の
転
換
を
図
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
国
が
基
本
計
画
を
つ
く
り
、
府
県
が
実
情
に
応

じ
た
計
画
を
立
て
る
と
い
う
も
の
。
府
県
計
画
の
策

定
に
は
湾
灘
協
議
会
か
ら
の
意
見
が
大
き
な
意
味
を

も
つ
と
思
わ
れ
、こ
の
場
で
の
漁
業
関
係
者
の
発
言・

提
案
は
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
瀬
戸
内
法
の
所

管
は
環
境
省
で
あ
っ
て
も
、
藻
場
・
干
潟
の
復
活
や

現
行
垂
直
護
岸
を
傾
斜
型
に
転
換
な
ど
様
々
な
課
題

に
対
し
、
農
林
水
産
省
（
水
産
庁
）、
国
土
交
通
省

ら
が
省
庁
の
枠
を
越
え
て
密
接
か
つ
横
断
的
施
策
が

講
じ
ら
れ
よ
う
、湾
灘
協
議
会
の
内
外
に
関
わ
ら
ず
、

そ
の
動
向
に
注
視
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
先
ず
は
「
改
正
法
案
の
成
立
」

を
願
う
も
の
で
す
。
議
連
の
皆
さ
ん
に
は
一
層
の
ご

尽
力
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
行
政
は
「
誰

の
た
め
に
」「
何
の
た
め
に
」
あ
る
の
か
。
人
類
が

健
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保
し
、
次
世
代
に
円
滑
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
「
環
境
を
整
え
る
」
こ
と

が
本
旨
と
考
え
る
な
ら
、
今
後
、
現
議
連
が
超
党�

派
議
連
と
し
て
拡
大
発
展
す
る
こ
と
は
総
合
的
な
環

境
行
政
へ
大
き
な
転
換
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

漁
業
者
も
大
い
に
歓
迎
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

�

（
Ｕ
／
Ｔ
）

瀬
戸
内
海
再
生
へ
確
か
な
歩
み

　

～
現
行
法
改
正
案 

秋
の
臨
時
国
会
で
成
立
目
指
す
～

山田 隆義氏が漁船保険中央会会長に就任

　漁船保険中央会は、６月23日（月）、通常総
会を開催しました。役員人事では任期途中で
上野�新作会長が退任し、後任に同会�山田�隆
義副会長（兵庫県内海漁船保険組合長）が新
会長に就任されました。
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
明
石
市
漁
業
組
合
連
合
会
（
山
本�

章
等

会
長
（
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）：
以
下�

明
石
市
連
）

は
、
明
石
飲
食
業
組
合
や
明
石
観
光
協
会
な

ど
の
団
体
と
協
力
し
、
明
石
だ
こ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、今
年
の
半
夏
生
（
は
ん
げ
し
ょ
う：

下
記
参
照
）
に
あ
た
る
７
月
２
日
（
水
）
に

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
校

（
28
校
）
で
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
タ
コ
を
使
っ

た
料
理
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
街
頭
で
は
タ
コ

料
理
が
振
舞
わ
れ
る
な
ど
、
半
夏
生
の
こ
の

日
、市
内
は「
明
石
ダ
コ
」で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
明
石
市
立
明
石
小
学
校
で
は
３
年
生
（
約

80
人
）
が
集
ま
り
、
明
石
市
連�

山
本
会
長
を

は
じ
め
７
名
の
漁
業
者
に
よ
る
「
明
石
だ
こ
」

の
出
張
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。
明
石
ダ
コ
の

特
徴
や
、
実
際
の
漁
具
を
使
っ
た
漁
法
の
説

明
な
ど
の
話
に
、
児
童
ら
は
興
味
深
く
聞
き

入
り
、
生
き
た
タ
コ
を
触
る
体
験
で
は
大
き

な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

の
給
食
に
は
「
キ
ャ
ベ
ツ
と
明
石
だ
こ
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
あ
え
」
が
登
場
し
、
給
食
を
食

べ
る
児
童
ら
の
も
と
に
漁
業
者
が
出
向
き
、

タ
コ
に
関
す
る
話
を
し
ま
し
た
。
同
市
に
よ

る
と
７
月
中
旬
に
再
度
、「
明
石
だ
こ
」を
使
っ

た
料
理
を
給
食
に
出
す
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
半
夏
生
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組

み
は
各
商
店
街
な
ど
が
自
主
的
に
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
８
団
体
が
連
携
し
、
市

内
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
明
石
駅
前
で
の「
タ
コ
の
天
ぷ
ら
」

を
は
じ
め
、
市
内
３
か
所
で
タ
コ
料
理
が
振

舞
わ
れ
、
会
場
は
タ
コ
を
求
め
る
人
た
ち
で

長
蛇
の
列
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
市

内
の
飲
食
店
で
は
、
タ
コ
に
ち
な
ん
だ
８
の

付
く
価
格
で
タ
コ
料
理
が
提
供
さ
れ
た
ほ

か
、
５
日
に
は
「
半
夏
生
七
夕
夜
市
」
も
開

催
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
山
本
会
長

は
「
マ
ダ
コ
の
漁
獲
量
は
日
本
一
と
い
う
兵

庫
県
で
、
明
石
ダ
コ
は
全
国
に
知
ら
れ
る
も

の
。地
元
の
良
い
も
の
を
是
非
知
っ
て
頂
き
、

“
半
夏
生
に
は
明
石
だ
こ
”
と
い
わ
れ
る
よ

う
定
着
さ
せ
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
石
市
連
で
は
、
今
回
の
取
り
組
み
と
は

別
に
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
協
力
を
得
て
、
市

内
小
学
生
を
対
象
に
食
育
教
室
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
タ
コ
な
ど
地
元
の
魚
を
子
供
た
ち
が

包
丁
を
使
っ
て
調
理
し
て
食
べ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
魚
の
美
味
し
さ
と
と
も
に
、
広
く
水

産
業
や
水
産
物
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
す
。
地
元
の
魚
を
通
じ
、
学

校
を
は
じ
め
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
明
石
市

連
の
活
動
は
今
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

（一財）兵庫県水産振興基金

「半夏生」にタコを食べよう!!
　～明石市漁業組合連合会の取り組み～

生きたタコに児童らから歓声が上がりました

タコが疑似餌に飛び付く場面を再現！
長蛇の列となったタコ料理の振る舞い

シートクラブの食育教室は明石市内各小学校で 
開催される

（写真は６月18日：明石市立人丸小学校）

　夏至から数えて11日目を半夏生と呼び、関西では古くから田植えを終えた頃である半夏生
にタコを食べる習慣があります。稲がタコの足のようにしっかり根付くことを願掛けする意味
や、タウリン・亜鉛を豊富に含むタコを食べ、疲労回復や夏バテ防止の意味合いがあります。

● 一口メモ ●

「半夏生」
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第
39
回

　
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養
祭
開
催

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

　

本
年
、
第
39
回
目
と
な
る
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
供
養

祭
（
主
催
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）
が
、
６
月
11
日
（
水
）
和
歌

山
県
の
高
野
山
大
学
松
下
講
堂
並
び
に
慰
霊
塔
前
に
お
い
て

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
県
内
漁
業
関
係
者
ら
２
１
５
名
が
参
列
し
、
開

会
に
あ
た
り
遺
族
代
表
の
田
中
等
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
富
島
）
と
山

中
チ
エ
ミ
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ

但
馬
）
の
手
で
、
平
成

25
年
度
中
に
物
故
さ
れ

た
１
４
０
柱
の
芳
名
簿

が
祭
壇
に
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
者
代
表
と

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆

義
会
長
は
「
本
県
が
全

国
有
数
の
水
産
県
と
し

て
今
日
あ
る
の
は
、
こ

こ
に
合
祀
さ
れ
た
ご
尊

霊
の
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
在
り
し
日
の
輝
か
し
き
業
績

に
対
し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
残
る
我
々
は
力
を
合
わ
せ

て
豊
か
な
漁
場
を
取
り
戻
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

誓
い
ま
す
。」
と
さ
れ
、
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
兵
庫
県

知
事
（
県
農
林
水
産
局 

新
岡
史
朗
局
長 

代
読
）、
Ｊ
Ｆ
全

漁
連
会
長
（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

大
森
敏
弘
常
務
理
事 

代
読
）
か

ら
追
悼
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
読
経
の

流
れ
る
な
か
、
主
催
者
、
ご
遺
族
、
来
賓
、
一
般
参
列
者
の

順
に
焼
香
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
女
性
連 

森 

武
美
会
長
か

ら
全
参
列
者
に
御
礼
が
述
べ
ら
れ
、
供
養
祭
は
厳
粛
の
う
ち

に
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
合
祀
さ
れ
た
ご
尊
霊
は
今
回
の
１
４
０
柱
を

含
め
て
１
１
、９
６
１
柱
と
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

県立水産技術センター見学会・研究発表会のご案内
　兵庫県立水産技術センター（明石市二見町南二見22－２）では、８月11日（月）に下記のとおり
見学会及び研究発表会を開催します。多数のご来場をお待ちしています。
　　［見学会］９：30～12：00

水産のお話と施設見学ミニコース（10：30～　１回限り。１時間）、魚拓づくり、 
チリメンモンスター探し、プランクトン観察を実施します。

　　［研究発表会］14：00～16：25
ズワイガニの行動追跡、アサリ種苗生産、効率的なカキ養殖、瀬戸内海東部海域の
漁場環境、イカナゴシンコ漁等について、最新の調査研究成果が報告されます。

　プログラムなど詳細はhttp://www.hyogo-suigi.jpのイベント情報、または当センター 
普及担当（０７８－９４１－８６０２）までお問い合わせください。
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流
通
科
学
大
学
で
は
５
月
に
消
費
流
通

検
討
会
（
既
報
：
拓
水
№
６
９
２
）
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
大
商
学
部�

後

藤�

こ
ず
恵
准
教
授
か
ら
「
兵
庫
の
り
」

の
新
し
い
商
品
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
ノ
リ
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
た
い
と

の
要
望
が
あ
っ
た
た
め
、６
月
11
日
（
木
）

に
同
大
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連�

兵

庫
の
り
研
究
所�

川
崎�

周
作
所
長
と
㈱

ひ
ょ
う
ご
ぎ
ょ
れ
ん
販
売�

藤
澤�

憲
二
部
長
を
講
師
に
、
漁
青
連
、
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
海
藻
事
業
本
部
の
関
係
者
と
後
藤
ゼ
ミ
生
あ
わ
せ
て

約
30
名
が
集
ま
る
「
兵
庫
の
り
」
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
川
崎
所
長
は
ノ
リ
の
生
態
か
ら
生
産
方
法
、
養
殖
環
境
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
内
容
で
講
義
を
さ
れ
、
藤
澤
部
長
は
の
り
共
販
な
ど
加
工
・
流

通
に
関
す
る
内
容
で
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
、「
兵
庫
の
り
」
に

つ
い
て
学
ん
だ
ゼ
ミ
生
ら
は
、
ノ
リ
の
特
徴
な
ど
を
生
か
し
た
商
品
づ

く
り
を
す
す
め
る
と
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
商
品
を
提
案
し
て
頂
け

る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　
昨
年
に
続
い
て
２
回
目
と
な
る
「
消
費
流
通
検

討
交
流
会
」
を
、
６
月
24
日
（
火
）
関
西
学
院
大

学
（
西
宮
市
）
で
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
の
同
大�

田
和�

正
孝
教
授
（
大
輪
田
塾
運

営
委
員
）
の
講
義
の
中
で
大
角�

生
馬
氏
（
Ｊ
Ｆ

坊
勢
）
が
「
青
年
部
活
動
の
新
た
な
展
開
に
つ
い

て
～
資
源
保
護
活
動
か
ら
魚
食
普
及
活
動
へ
～
」

（
第
19
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
：

流
通
・
消
費
拡
大
部
門
水
産
庁
長
官
賞
受
賞
）
を

講
演
し
、
学
生
ら
に
「
も
っ
と
地
元
の
魚
を
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食

時
に
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
加
工
品
「
明
石
ダ
コ
の

や
わ
ら
か
煮
」や「
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮
」の
ほ
か
、

漁
船
連
メ
ン
バ
ー
が
用
意
し
た
「
茹
で
カ
ワ
ツ
エ

ビ
」
な
ど
を
学
生
ら
に
提
供
し
、
感
想
な
ど
を
聞

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
「
カ
キ
の
バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
あ
え
」
が
多
く
の
学
生
か
ら
好
評
を
得
て

い
ま
し
た
。
午
後
は
、
田
和
教
授
の
講
義
を
傍
聴
す
る
と
と
も
に
、
漁
青
連
メ
ン
バ
ー
ら
と

学
生
の
意
見
交
換
の
場
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
漁

業
に
つ
い
て
し
っ
か
り
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
た

一
日
で
し
た
。

摂津播磨地区漁協青壮年部連合会事務局

摂津播磨地区漁協青壮年部連合会の魚食普及事業について

　摂津播磨地区漁協青壮年部連合会（大西�正起会長：ＪＦ伊保）は昨年より県内の大学での魚食普及に力を
入れており、様々な活動を行っているところです。６月には２大学で取り組みを行いましたのでご紹介いたし
ます。

関
西
学
院
大
学
（
西
宮
市
）
で

　
　
　「
消
費
流
通
検
討
交
流
会
」
を
開
催

真剣な眼差しで講義を聴くゼミ生たち

講義を担当した藤澤部長

大好評を得た試食会

大角氏の講演の様子

流
通
科
学
大
学
で

 

「
兵
庫
の
り
」に
つ
い
て
講
演

　７月８～10日の３日間、��
関西学院大学生協で「LOVE�
SEA丼」第４弾が発売され
ました。
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連
、
兵
庫
県
漁
業
共
済
組

合
の
２
団
体
に
よ
る
合
同
総
会
が
、
６
月
27

日
（
金
）�

明
石
市
内
の
ホ
テ
ル
に
て
開
催

さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
組
合
長
は
じ
め
県
・
系
統
団
体

の
関
係
者
な
ど
あ
わ
せ
て
約
80
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
主
催
者
挨
拶
、
来
賓
の
方
々
の

挨
拶
の
後
、
２
団
体
総
会
の
共
通
議
長
に

Ｊ
Ｆ
明
石
浦�

戎
本�

裕
明
組
合
長
が
選
任
さ

れ
、
両
団
体
か
ら
上
程
さ
れ
た
議
案
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連

　
挨
拶
に
立
っ
た
山
田
会
長
は
、
平
成
25
年

度
の
事
業
実
績
と
し
て
「
貯
金
残
高
に
つ
い

て
は
、
目
標
額
に
は
達
し
な
か
っ
た
も
の
の

前
年
度
実
績
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
融
資
残
高
に
つ
い
て
は
、
設
備
投
資
が

控
え
ら
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
は
あ
る
が
計

画
値
に
近
い
水
準
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

収
支
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
を
上
回
る

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い

て
」
会
員
各
位
に
対
し
謝
辞
を
述

べ
た
後
、
平
成
26
年
度
の
事
業
計

画
と
し
て
、「
省
エ
ネ
対
策
事
業

に
係
る
融
資
対
応
に
万
全
の
準
備

を
整
え
て
い
く
こ
と
、
体
制
整
備

と
し
て
、
最
大
限
の
工
夫
と
努
力

を
行
い
、
新
た
な
仕
組
み
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
ま
た
、

広
域
信
漁
連
へ
の
取
組
み
と
し
て

相
手
県
を
絞
り
込
ん
だ
県
域
を
越

え
た
合
併
へ
の
本
格
的
な
検
討
に

着
手
し
て
い
る
こ
と
」を
話
さ
れ
、

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
を
上
回
る
実
績
と
な
る
よ
う
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
く

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
漁
業
共
済
組
合

　
川
越
組
合
長
は
挨

拶
で
、「“
ぎ
ょ
さ
い
で

ぷ
ら
す
・
安
心
経
営
！
”
と
し
た

３
ヶ
年
全
国
運
動
の
最
終
年
度

と
し
て
、
漁
業
収
入
安
定
対
策
事

業
の
「
積
立
ぷ
ら
す
」
を
活
用
し

た
加
入
推
進
に
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
、
計
画
に
は
若
干
届
か
な

か
っ
た
も
の
の
、
前
年
を
上
回
る

実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
は
制
度
内
容
へ
の
理
解
が

深
め
ら
れ
た
こ
と
や
県
・
市
町
か

ら
の
掛
金
助
成
等
の
効
果
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
た
結
果
だ
」
と
謝

意
を
表
さ
れ
、
今
後
も
未
加
入
の

漁
協
・
漁
業
種
類
へ
の
利
用
拡
大

を
図
る
べ
く
漁
業
経
営
の
安
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
議
事
は
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
を
は

じ
め
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
等
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
事
業
報
告
で
は
、
平
成
25
年
度
の
加
入
実

績
は
２
１
７
億
円
で
、
前
年
実
績
に
比
べ

８
千
万
円
上
回
る
結
果
と
な
り
、
支
払
関
係

で
は
、
の
り
の
色
落
ち
被
害
が
大
き
か
っ
た

等
に
よ
り
、
支
払
の
少
な
か
っ
た
前
年
度
を

約
11
億
円
上
回
る
、13
億
円
の
支
払
と
な
り
、

事
業
収
支
・
管
理
収
支
の
総
合
で
は
４
千
万

円
の
黒
字
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連
・

兵
庫
県
漁
業
共
済
組
合

平
成
 26 
年
度

 

２
団
体
総
会
が
開
催
さ
れ
る

ＪＦ兵庫信漁連 山田代表理事会長

兵庫県漁業共済組合 川越組合長理事
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
（
兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済

推
進
本
部
）と
兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
は
、

６
月
９
日
（
月
）
明
石
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
26
年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
（
兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推

進
本
部
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
平
成
25
年
度
活
動
報
告
及
び
平
成
26
年
度
活

動
計
画
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
原
案
ど

お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
漁
業
者

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
努
力
を

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
会
員
並
び
に
関
係
団
体
よ
り
多
数
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
会
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
役
職
員
一
同

い
っ
そ
う
の
努
力
を
は
か
っ
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

兵庫県ＪＦ共済推進本部総会で挨拶をする吉岡本部長

　
６
月
30
日
（
月
）、
姫
路
市
内
の
ホ
テ
ル
で
一
般
社
団
法
人
播

磨
漁
友
会
（
井
上�

仁
会
長・16
会
員
）
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
額
承
認
の
件
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
選
任
に
つ
い
て
ほ
か
、
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
何
れ

も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
井
上
会
長

は
、
魚
価
安
、
燃
油
高
騰
な
ど
で
漁
業
経
営
は
依
然
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
と
し
た
あ
と
「
世
界
的
に
水
産
物
が
見
直
さ
れ
、

価
値
観
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
水
産
物
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
、
希
望
を
も
っ
て
日
々
営
漁
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
ま
た
、
来
賓
出
席
者
を
代
表
し
て

県
水
産
課�

近
藤�

敬
三
課
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連�

山
口�

徹
夫
専
務

理
事
が
挨
拶
さ

れ
た
あ
と
、
議

事
は
井
上
会
長

を
議
長
に
円
滑

に
進
め
ら
れ
、

松
本�

力
副
会

長
の
閉
会
挨
拶

で
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。
な

お
、
役
員
改
選

は
、
予
め
３
地

区
か
ら
推
薦
さ

れ
た
理
事
・
監

事
候
補
者
が
全

会
一
致
で
選
任

さ
れ
、
別
室
協

議
の
結
果
、
正

副
会
長
、
代
表

監
事
は
現
職
者

が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

共
水
連
兵
庫
県
事
務
所（
兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
）・

兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

平
成
26 
年
度 

通
常
総
会
を
開
催

基金協会総会の様子

希望をもって営漁を！ 正副会長ら全員を再任

　（一社）播磨漁友会総会終わる



　
但
馬
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会
（
山
中�

悦
子
会
長
）
は
６
月
13
日
（
金
）、
Ｊ
Ｆ
但

馬
津
居
山
支
所
で
、
平
成
26
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
、
会
員
の
ほ
か
、
但
馬
水
産
事
務

所�

村
口�

重
治
所
長
は
じ
め
関
係
団
体
の
出

席
者
ら
あ
わ
せ
て
約
60
名
が
出
席
し
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、
同
26
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

が
承
認
さ
れ
、
滞
り
な
く
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　
山
中
会
長
は
「
燃
油
の
高
騰
や
魚
価
安
な

ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
な
か
、
女
性
部
と
し

て
は
魚
食
普
及
に
今
後
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、
続
く
来
賓
挨
拶
で
も

魚
食
普
及
活
動
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
総
会
後
の
研
修
会
で
は
、
豊
岡
健
康
福
祉

事
務
所
食
品
薬
務
衛
生
課�

吉
田�

裕
行
専
門

官
か
ら
「
食
中
毒
の
予
防
に
つ
い
て
」
と
題

し
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
県
内
で
の
食
中
毒

の
発
生
状
況
や
予
防
方
法
の
ほ
か
、
原
因
菌

ご
と
の
特
性
と
対
処
法
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
食
品
を
扱
う
こ
と
が
多
い
の
で
参
加
者
は

熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
６
月
18
日（
水
）

兵
庫
県
立
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
大
研
修
室
に
て
、
播
磨

地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会

（
本
多
春
代
会
長
：
Ｊ
Ｆ
室

津
）
の
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
10
会
員
の
う
ち
10
会
員

（
う
ち
委
任
状
出
席
2
）
53

名
と
兵
庫
県
立
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー�
山
村
雅
雄
所
長
、

一
社
）
播
磨
漁
友
会　
井
上

仁
会
長
は
じ
め
来
賓
13
名
の

出
席
の
も
と
、
平
成
25
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

同
26
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
が
承
認
さ
れ
、
魚
食

普
及
の
一
層
の
充
実
、
天
然

せ
っ
け
ん
の
普
及
な
ど
環
境

問
題
へ
の
取
組
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
、
女

性
の
声
を
反
映
さ

せ
社
会
参
加
に
務

め
る
こ
と
な
ど
を

通
し
、
明
る
く
豊
か
な
漁
村
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
の
あ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
演
劇
研
究
会
に
よ

る
「
創
造
力
を
も
っ
と
豊
か
に
！
心
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
」

と
題
し
た
研
修
が
あ
り
、
講
話
の
ほ
か
歌
を
聴
い
た
り
楽
し

く
身
体
を
動
か
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

た
。
心
と
体
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
豊
か
な
食
生
活

が
基
本
と
な
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
部
員
た
ち
は
、
今
後
の

魚
食
普
及
活
動
に
、
さ
ら
に
自
信
を
持
っ
て
臨
も
う
と
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

9

平
成
26
年
度 

但
馬
地
区
漁
協
女
性
部
連
合
会

 

通
常
総
会
・
研
修
会

平成26年度 
　播磨地区漁協女性部連合会
 通常総会・研修会

挨拶をする山中会長

吉田専門官の講義風景

ストレッチでリフレッシュしました！ NPO法人あったか演劇研究会の講演



10

各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

淡
路
漁
協
職
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

通
常
総
会

　
平
成
26
年
度
の
淡
路
漁
協
職
員
協
議
会
（
Ｊ
Ｆ
沼
島
・
田
村�

富

弘
会
長
、
会
員
１
１
０
名
）
の
通
常
総
会
が
、
６
月
７
日
（
土
）
洲

本
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
主
催
者
挨
拶
の
後
、（
一
社
）
淡
路
水
交

会�

前
田�

吉
計
前
会
長
と
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連�

突
々�

淳
参
事
か
ら
来
賓

祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
前
田
前
会
長
は
、「
海
の
こ
と
は
誰
よ
り
も
知
っ
て
い
る
と
自
負
し

て
き
た
。
海
水
温
で
魚
の
状
況
が
分
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本

海
で
鰆
が
た
く
さ
ん
獲
れ
る
な
ど
温
暖
化
で
海
の
環
境
が
様
変
わ
り

し
て
き
て
い
る
。
水
交
会
と
し
て
は
資
源
管
理
の
重
要
性
を
認
識
し
、

大
き
く
な
る
ま
で
獲
ら
な
い
よ
う
啓
発
し
て
き
た
。
業
界
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
が
、
い
ろ
い
ろ
知
恵
を
出
し
、
団
結
し
て
乗
り
越
え
て

も
ら
い
た
い
」
と
後
輩
に
送
る
言
葉
を
切
々
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
突
々
参
事
か
ら
は
、「
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
瀬
戸
内
海
再
生
法
が
、

今
国
会
提
出
の
運
び
に
な
っ
た
。
豊
か
な
瀬
戸
内
海
の
実
現
に
向
け
て

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る
。

燃
油
対
策
は
、
60
円
を
目
標

に
他
産
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

図
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
レ
ベ

ル
ま
で
努
力
し
て
き
た
。
別

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
わ
せ
、
か
な

り
漁
家
の
家
計
負
担
を
軽
減

で
き
る
と
思
っ
て
い
る
」
と

情
勢
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
職
員
功
労
者
表
彰
に
続
き
、

平
成
25
年
度
の
事
業
報
告

（
研
修
旅
行
と
系
統
事
業
を

巡
る
懇
談
会
が
中
心
事
業
）

と
決
算
及
び
平
成
26
年
度
の

事
業
計
画
と
予
算
等
が
審
議

さ
れ
、
３
本
の
議
案
は
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
燃
油
の
高
騰
、
資
源
減
少
、
魚
価
の
低
迷
な
ど
厳

し
い
漁
業
経
営
が
続
く
な
か
、
本
県
沖
合
底
曳
網
漁

業
は
老
朽
化
す
る
漁
船
の
代
船
建
造
が
進
ん
で
お
ら

ず
、
ま
た
、
後
継
者
問
題
な
ど
も
重
な
り
平
成
25
年

度
漁
期
を
も
っ
て
２
隻
が
廃
業
さ
れ
る
と
い
う
残
念

な
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、
漁
業
構
造
の
抜
本
的
な
改
革

が
必
要
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。
漁
業
界
全
体
に
共

通
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
但
馬
の
基
幹
漁
業
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
兵
庫
県
機
船
底
曳
網
漁
業

協
会
（
吉
岡
修
一
会
長
・
49
会
員
）
の
通
常
総
会
が

７
月
１
日
（
火
）
午
後
、
Ｊ
Ｆ
香
住
本
所
で
開
催
さ

れ
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
承
認
の

件
、同
26
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

承
認
の
件
ほ
か
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
何
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
の
あ
と
、
同
協
会
の
役
員
と
県
系
統

団
体
の
専
務
ら
に
よ
る
系
統
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

話
題
提
供
と
し
て
、
昨
年
11
月
に
設
置
さ
れ
た
「
但

馬
地
区
沖
合
底
び
き
網
漁
業
活
性
化
委
員
会
（
漁
船

対
策
）」の
検
討
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。報
告
で
は
、

平
均
船
齢
が
20
・
６
年
（
法
定
耐
用
年
数
９
年
）
と

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
燃
油
高
騰
で
購
買
代
金

比
率
が
約
30
～
40
％
越
と
上
昇
し
て
い
る
こ
と
や
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
燃
油
価
格
の
低
位
推
移
や
魚

価
安
定
の
頃
は
10
年
程
度
で
代
船
取
得
の
自
己
資
金

が
確
保
で
き
て
い
た
が
、
今
は
そ
の
余
裕
が
な
い
こ

と
、
近
年
、
漁
獲
物
の
鮮
度
維
持
の
た
め
の
冷
凍
設

備
機
器
は
必
需
だ
が
、
こ
れ
を
設
備
し
た
80
ト
ン
越

船
は
4
億
円
程
度
の
建
造
費
を
要
す
る
が
、
2
億
円

程
度
の
水
揚
げ
と
諸
経
費
増
大
で
は
と
て
も
代
船
建

造
に
踏
み
切
れ
な
い
な
ど
現
況
が
説
明
さ
れ
た
。
水

揚
高
の
向
上
が
望
め
な
い
な
か
、
大
型
投
資
を
賄
う

だ
け
の
資
金
余
剰
は
見
込
め
ず
、
船
価
の
引
き
下
げ

と
経
費
の
削
減
が
経
営
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
「
も
う
か
る
漁
業
創
設
支
援
事
業
」
の
活
用
や

日
韓
新
漁
業
協
定
対
策
で
条
件
緩
和
さ
れ
た
近
代
化

資
金
の
活
用
、
基
金
協
会
の
無
保
証
人
型
漁
業
融

資
促
進
事
業
の
検
討
、
燃
油
対
策
と
し
て
漁
業
経
営

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
加
入
と
併
せ
て
漁

獲
共
済
の
効
率
的
活
用
を
図
る
な
ど
、
具
体
的
方
策

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
委
員
会
は
意
欲
の
あ

る
個
別
経
営
体
に
つ
い
て
実
践
的
な
現
状
分
析
と
経

営
計
画
の
相
談
な
ど
代
船
建
造
を
後
押
し
し
た
い
と

締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。
懇
談
の
中
で
「
代
船
建
造

に
は
数
億
円
を
要
す
る
が
、
ど
う
考
え
て
も
今
の
経

営
環
境
で
は
大
型
投
資
に
見
合
う
計
画
が
立
て
ら
れ

な
い
」
等
、
意
欲
は
あ
る
が
今
一
歩
代
船
建
造
に
踏

み
切
れ
な
い
苛
立
ち
や
苦
悩
の
心
情
が
船
主
の
皆
さ

ん
の
発
言
か
ら
伺
え
ま
し
た
。
沖
合
底
曳
網
漁
業
に

限
ら
ず
経
営
構
造
の
改
善
な
ど
自
主
努
力
は
当
然
で

す
が
、
他
方
、
政
治
的
に
、
国
内
各
種
産
業
と
も
に

安
定
経
営
が
可
能
な
燃
油
価
格
水
準
に
設
定
す
る
施

策
の
こ
と
や
、
魚
価
の
向
上
、
漁
業
生
産
の
場
の
環

境
整
備
な
ど
外
的
要
因
を
改
善
す
る
こ
と
が
漁
業
経

営
の
安
定
と
漁
業
経
済
の
活
性
に
つ
な
が
る
の
で
、

組
織
と
人
の
結
集
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

燃油高騰や魚価安、船価高騰…代船建造進まず危機感

　兵庫県機船底曳網漁業協会総会終わる



「
な
く
そ
う
。海
の
事
故
」

　
播
磨
地
区
漁
協
職
員
協
議

会
の
平
成
26
年
度
通
常
総
会

が
、
６
月
24
日
（
火
）、
播

磨
漁
友
会
館
に
て
、
代
議
員

26
名
（
委
任
状
５
名
含
む
）

が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
開
会
に
あ
た
り
藤
田�

次
男
会
長
（
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）

が
挨
拶
、
続
い
て
、
来
賓
を

代
表
し
て
姫
路
農
林
水
産
事

務
所�

山
中�

健
志
郎
所
長
補

佐
、（
一
社
）
播
磨
漁
友
会�

井
上�
仁
会
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連�
田
中�
稔
彦
組
織
統
括

本
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
会
長
が
議
長
と
な

り
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
並
び
に

剰
余
金
処
分
案
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
、
会
費
賦
課
額
と
徴
収
方
法
の
３
議
案
が
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
の
ち
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
下
記
の
８
名
の
役
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
互
選
の
結
果
、
再
選
さ
れ
た
藤

田
会
長
は
、「
諸
先
輩
方
の
歴
史
を
語
り
継
ぎ
な
が

ら
、
漁
業
経
営
の
安
定
の
た
め
漁
協
職
員
と
し
て
の

知
識
の
習
得
と
連
携
強
化
に
努
め
た
い
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

新
役
員
（
敬
称
略
）

会
長
：
藤
田
次
男
（
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）、
副
会
長
：

松
田
匡
以
（
Ｊ
Ｆ
江
井
ヶ
島
）・
岡
田
満
史
生�

（
Ｊ
Ｆ
坊
勢
）、
理
事
：
尾
形
直
紀
（
Ｊ
Ｆ
林
崎
）・

沢
浦
博
光
（
Ｊ
Ｆ
家
島
）・
平
田
一
典
（
Ｊ
Ｆ
赤

穂
市
）、
監
事
：
畳
谷
元
和
（
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）・�

倉
田
昌
彦
（
Ｊ
Ｆ
室
津
）

播磨地区漁協職員協議会 通常総会

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
26
年
度
の
重
点
項
目
は
次
の
３
つ
で
す
。

全
国
海
難
防
止
強
調
運
動

（
７
／
16
～
31
）は
じ
ま
る
！

11
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大
型
船
の
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用

い
、
大
型
船
の
動
力
性
能
を
体
験
す
る
研
修

会
が
６
月
７
日
（
土
）
に
独

立
行
政
法
人�
海
技
教
育
機

構�

海
技
大
学
校
（
芦
屋
市
）

で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
津
居

山
青
壮
年
部
員
15
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
研
修
会
は
、
津

居
山
青
壮
年
部
か
ら
の
強
い

要
望
が
あ
り
実
現
し
た
も
の

で
、
参
加
者
の
安
全
へ
の
意

識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　
研
修
会
は
座
学
と
体
験
の

２
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、
１

部
の
座
学
で
は
「
行
動
分
析

学
か
ら
の
安
全
対
策
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
～
な
ぜ
安
全
行
動

が
根
付
か
な
い
か
～
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
神

戸
運
輸
監
理
部
の
筒
井

宣
利
調
整
官
に
よ
る
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
部
の
体
験
で
は
、

海
技
大
学
校
航
海
科　

岩
瀬
潔
教
授
に
よ
り
操

船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

用
い
た
研
修
が
行
わ

れ
、
ま
ず
、
大
型
船
の
中
で
も
比
較
的
動
力

性
能
の
良
い
フ
ェ
リ
ー
を
設
定
し
、
夜
間
や

悪
天
候
、
う
ね
り
等
の
条
件
で
の
航
行
や
船

橋
か
ら
の
漁
船
の
見
え
方
を
体
験
し
た
ほ

か
、
10
万
ｔ
ク
ラ
ス
の
タ
ン
カ
ー
を
再
現
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
実
際
に
操
船
し
、
感

覚
の
違
い
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
更
に
、
救
急
救
命
講
習
と
し
て
、
同
大
学

校
航
海
科�

濱
田
聡
樹
助
手
に
よ
り
訓
練
用

の
人
形
を
用
い
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
胸
骨
圧
迫
・
人

工
呼
吸
）
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
等
に
つ
い

て
の
講
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
企
画
し
た
津
居
山
青
壮
年
部
の
中
西
正
行

部
長
は
、「
貴
重
な
体
験
が
出
来
た
。
皆
が

安
全
へ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
」
と
話

さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
の
部
員
か
ら
は
「
圧
迫

止
血
な
ど
の
怪
我
の
応
急
手
当
て
が
知
り
た

い
」、「
海
上
で
の
事
故
事
例
か
ら
、
ど
う
し

た
ら
防
げ
る
の
か
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
、
海
上
安
全
に
つ
い
て
考
え
る

有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

～安全をサポート～
浮力合羽はお持ちですか？

夏本番を迎え、暑くなってきましたがライフジャケットは着用�
しましょう。
通気性の良いメッシュタイプや、膨張式のライフジャケットが�
ありますよ。

ＪＦ兵庫漁連が開発したもの
で、浮力は十分あります。
※�ライフジャケットではありま
せんので、一人乗りの漁船
の場合、ライフジャケット
を着用してください

海難事故をなくそう！

浮きま
す!

固型式ライフジャケット

モデル：西二見漁業
　　　��協同組合理事
　　　��松本 久進さん
　　　    （大輪田塾９期生）

モデル：仮屋漁業協同組合
　　　��相田�欽司さん
　　　    （大輪田塾９期生）

筒井調整官による行動分析学の考え方を用いた講義

～
津
居
山
青
壮
年
部
～

　

大
型
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

 

研
修
会
を
実
施
！

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
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　兵庫県生協連では、４月22日（火）、兵庫県民
会館にて「第１回 緊急通行車両担当会議」を開催。
８会員生協・１関連会社から９名が参加しました。
初めて開催されたこの会議は、2008年１月に兵
庫県と兵庫県生協連が締結する「緊急時における
応急生活物資供給等に関する協定書」に基づき、
応急生活物資の運搬および医療活動を円滑に行な
うために緊急通行車両の許可がすみやかに得られ
るよう制定された事前届出制度について確認する
ために開催されました。
　はじめに「緊急時における応急生活物資供給等
に関する協定書・同 実施細目」について共有化
を行ない、続いて「緊急通行車両事前届出」の目
的を確認し、さらに届出のメンテナンスについて
意見交換しました。
　参加した役職員からは「発災時に『緊急通行車
両事前届出済証』を所轄警察署窓口に持参した場
合、コピーでも交付を受けられるようになりませ
んか」「緊急通行車両事前届出が済んだ車両が事
業所を移動した場合は届出が必要ですか」など活
発な質問や意見交換が行われ、
　　①　発災時の交付申請には「緊急通行車両事

前届出済証」の原本が必要であること
　　②　原本は車両保管でも、事業所保管でもよ

いこと
　　③　届出車両が事業所を移動した場合は、届

出が必要であること
などの点が確認されました。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

ＪＡみのり　
　西脇市の若手農家で構成するＪＡみのり青年部
西脇支部は、このほど地元の子どもらに食と農の
大切さを伝えようと、同市立西脇小学校３年生に
よるアイガモ農法での米づくり体験の応援に駆け
つけました。同部員らが、米づくりを通して、地域
の小学生と交流を図るのは今回が初めて。部員の
藤原久和さん（47）が所有する同市蒲江のほ場５
アールで、部員４人がサポートする中、児童71人は
コシヒカリの手植えを楽しみました。
　同校は、食と農の大切さと生命の尊さを学ぼう
と、藤原さんとアイガモ農法による米づくりを企画。
これまで、藤原さんと同校で行っていましたが、青
年部の発足を機に、地元の若手農業者自身が子ど
もらと交流しながら、地域農業や食の大切さを伝
えていきたいと、今年から、西脇支部の部員がサ
ポーターとして参加することとなりました。
　最初に、藤原さんが「まっすぐに張ったロープの
赤い印の部分に、苗２～３本を植えていきましょう。
自分のところが植えられたら、他の子が終わるま
で少し待ってね」と説明。その後、児童らは３班
にわかれ、部員の「もうちょっと深く植えよか」「植
えてるところは踏まないように」といったアドバイ
スを頼りに、楽しく苗を植えていきました。同校の
高橋慶企さんは「幼稚園で一度植えたことがある
だけで、久しぶりに田んぼに入った。田植えはしん
どいけど楽しかった」と笑顔を見せていました。
　藤原さんは「未来を担う子どもたちに、毎日食べ
られる幸せや農業の大切さを、自分で体験するこ
とで知ってほしい。今後も、地域の農業者として、
青年部として、体験をサポートしたい」と語りました。

　同校では田
植 え後、 アイ
ガモを放鳥し、
無 農 薬・無 化
学肥料で栽培。
稲の生長とアイ
ガモの成長を
観察します。そ
の 後、 部 員ら
と９月末に稲刈
り、 脱 穀 を体
験。 収 穫した
米を使って、お
にぎりの試 食
会を行う予定
となって いま
す。

小学生に食と農の
大切さを伝えるため、

田植え体験を青年部西脇
支部の部員らがサポート

第１回
「緊急通行車両担当会議」

を開催

児童に植え方をアドバイスする部員
（西脇市蒲江のほ場で）



००
写真と文

༡ํࢠ

一天地六のサイの目に
◆
日
本
に
お
け
る
サ
イ
コ
ロ
に
関
す
る
記
録
は
殆
ど
無
い
と
い
う
。
そ
れ
は

我
が
国
が
、
古
代
文
明
の
発
祥
地
に
比
べ
、
数
十
世
紀
の
遅
れ
を
と
り
文
字
に

よ
る
記
録
が
皆
無
な
た
め
だ
そ
う
だ
。
奈
良
の
平
城
京
跡
か
ら
《
投
げ
棒
》型

サ
イ
コ
ロ
が
出
土
し
、
同
時
に
独
楽
も
出
た
た
め
、
遊
び
に
使
わ
れ
て
い
た
も

の
と
判
定
さ
れ
た
。
六
世
紀
末
の
中
国
の
史
書
に
「
倭
国
の
人
は
、
囲
碁
や
双

六
・
賭
博
な
ど
の
遊
び
が
好
き
だ
」と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
か
ら
サ
イ
コ

ロ
を
振
り
、
駒
を
進
め
る
遊
び
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
サ
イ
コ
ロ
を
使
っ
た

賭
け
事
に
、
出
た
目
の
数
が
多
い
の
を
勝
ち
と
す
る
目
増
（
め
ま
し
）と
呼
ぶ

単
純
な
も
の
や
、
サ
イ
コ
ロ
を
壷
に
入
れ
て
伏
せ
、
数
を
当
て
る
丁
半
博
奕
が

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

◆
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
出
る
目
は
、
超
人
的
な
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
何
か
運
命
を
示
す
神
託
を
感
じ
、
し
ば
し
ば
占
い
に
利
用
さ
れ
る
。
こ
の

サ
イ
コ
ロ
の
持
つ
神
的
な
性
格
に
霊
力
あ
り
と
信
じ
る
見
方
も
あ
っ
て
、
現

代
も
船
霊
信
仰
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
造
船
の
際
に
《
筒
納
め
》と
い

う
儀
式
を
行
い
、
ご
神
体
に
は
サ
イ
コ
ロ
二
個
を
帆
柱
の
根
元
へ
入
れ
る
。
サ

イ
の
目
は
、
１
を
上
に
６
を
下
に
し
、
船
首
側
に
３
が
来
る
よ
う
に
定
め
て
い

る
と
い
う
。
こ
う
し
た
仕
来
り
が
、
信
仰
心
を
も
っ
て
守
り
継
が
れ
て
い
る
。

◆
サ
イ
コ
ロ
は
立
方
体
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
昔
の
占
い
や
神
託
に
使
っ
た

サ
イ
コ
ロ
に
見
合
う
用
具
は
、
立
方
体
で
な
い
自
然
物
も
利
用
し
て
い
た
よ

う
だ
。
子
安
貝
を
幾
つ
か
使
っ
て
、
貝
に
願
い
事
を
囁
い
て
地
上
へ
投
げ
落
と

す
。
貝
が
ど
の
方
向
を
向
い
た
か
で
物
事
の
是
非
を
判
断
す
る
。
こ

れ
は
ア
フ
リ
カ
の
あ
る
部
族
が
行
っ
て
い
る
方
法
で
あ
る
。
サ
イ

コ
ロ
が
今
の
よ
う
に
六
面
体
の
型
に
定
着
す
る
以
前
は
、
木
を
削

っ
た
投
げ
棒
型
の
も
の
（
平
城
京
で
出
土
）や
羊
の
踝
（
く
る
ぶ
し
）

の
骨
な
ど
も
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

◆
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
人
間
の
本
能
に
根
ざ
す
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
勝

負
事
が
《
賭
け
》の
対
象
に
な
っ
た
。
鶏
や
犬
を
闘
わ
せ
た
り
す
る

が
、ロ
ー
マ
で
は
人
間
と
ラ
イ
オ
ン
が
闘
っ
た
と
あ
る
。江
戸
時
代
、

相
撲
の
勝
敗
を
賭
け
、
傷
害
事
件
や
喧
嘩
が
絶
え
ぬ
た
め
、
相
撲
興

行
を
禁
止
さ
れ
た
と
か
い
う
。
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
出
る
目
の
合

計
が
、
偶
数
か
奇
数
か
を
当
て
た
り
、
コ
イ
ン
の
表
裏
で
勝
ち
負
け

を
決
め
た
り
と
、
生
活
の
中
に
賭
博
の
要
素
は
数
限
り
が
無
い
。
野

球
賭
博
を
し
た
力
士
が
除
名
追
放
さ
れ
た
り
、
八
百
長
が
発
覚
し

た
り
す
る
が
、
サ
イ
コ
ロ
を
使
う
賭
博
は
江
戸
時
代
に
隆
盛
し
、
厳

罰
を
課
せ
ら
れ
た
事
も
あ
る
。「
四
の
五
の
い
う
な
」は
丁
半
を
決

め
か
ね
る
優
柔
不
断
を
叱
る
言
葉
だ
。
小
さ
な
サ
イ
に
振
り
回
さ

れ
て
面
白
い
反
面
、
人
間
の
愚
か
し
い
一
面
も
見
え
て
来
る
の
で

あ
る
。

槍
の
穂
と
ア
ゲ
ハ

６
月
は
２
回
開
講
し
ま
し
た

　
６
月
の
大
輪
田
塾
は
、
水
産
会
館
に
て
10
日

（
火
）、
24
日
（
火
）
の
２
回
開
講
し
ま
し
た
。

　
10
日
（
火
）
は
「
漁
業
法
概
要
」
で
県
水
産
課

漁
政
班�

中
岸
明
彦
班
長
を
講
師
に
迎
え
、
漁
業

法
の
成
り
立
ち
や
、
漁
業
権
の
性
格
、
漁
業
調
整

委
員
会
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
質
疑
応
答

で
は
多
く
の
質
問
が
さ
れ
る
な
か
、
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
と
の
関
係
に

つ
い
て
質
問
し
た
塾

生
は
、
講
師
か
ら
他

県
で
の
事
例
や
考
え

方
が
示
さ
れ
、
理
解

が
進
ん
だ
よ
う
で
し

た
。

　
24
日
は
「
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
魚
食
普

及
事
業
～
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

～
」
と
「
気
象
に
つ
い
て
」
の
２
講
座

が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
「
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
魚
食
普
及

事
業
～
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
～
」

で
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
広
報
部�

田
中
久

善
次
長
か
ら
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
活
動
に

つ
い
て
話
が
あ
り
、
料
理
教
室
に
加
え

コ
ー
プ
こ
う
べ
と
連
携
し
た
取
り
組
み

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
魚
食
推
進
室�

隅
谷�

翠
主
任
と
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ�

戸
田

美
保
子
講
師
か
ら
、
県
内
小
中
学
校
で

行
う
「
魚
さ
ば
き
教
室
」
を
再
現
し
て

い
た
だ
き
、
実
際
に
ア
ジ
を
３
枚
に
卸

し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
安
全
を
第
一

に
考
え
た
指
導
方
法
は
、
今
後
の
魚
食

普
及
活
動
に
役
立
つ
も
の
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　
続
く
、「
気
象
に
つ
い
て
」
で
は
、

気
象
予
報
士
の
資
格
を
持
つ
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連�

中
谷�

明
泰
統
括
代
理
に
、
一
般

的
な
天
気
予
報
か
ら
、
台
風
や
竜
巻
な

ど
の
低
気
圧
の
話
を
講
義
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
内
容
も
身
近
な
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
講
義
終
了
後
に
は
塾
生

か
ら
盛
ん
に
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。

６
月
の
大
輪
田
塾

　
10
日　
漁
業
法
概
要�
（
水
産
会
館
）　　
　
　
　
　
　

包丁の持ち方など丁寧な指導をされた戸田講師 田中次長の講義

「漁業法は漁業者を守る法律」と中岸班長

中谷統括代理の講義
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